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イベントスケジュール
イベント 4月 5月 6月

4月 20日 5月25日 －安全衛生委員会開催

NSK安全衛生通信発信

危険予知訓練（TBM･KY研修）
社員・施工パートナー対象

安全品質管理室主管安全パトロール 東京・他地区東京・他地区 東京・他地区

具体的な活動報告など裏面へ掲載 ⇒

NSK安全のための４つの施策
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－ － 6月5日

随時開催

安全衛生教育
・職長・安全衛生責任者教育（新規・更新）
・低圧電気取扱特別教育

随時開催

法令遵守
“ヨシ!!”

安全大会 － －

施工パートナー安全衛生協議会 －

東京6月27日・各地区

－

全国安全週間（厚生労働省主唱） － － 準備月間

安全パトロール 各部門の取り組み

安全衛生教育 建設業法の対応

管理 活動

対策教育

NSK安全宣言

• 私たちは危険予知活動と指差し呼称を徹底します。
• 私たちは指示、作業手順を厳守します。
• 私たちは報告、連絡、相談を徹底します。

安全衛生月間目標（4月）

保護具の適正な使用

1. 安全帯・保護帽の使用
2. 保護眼鏡・保護手袋の使用
3. 電気手袋・絶縁用防具の使用
4. 特別安全パトロール・安全診断の実施

安全標語（4月～6月） 何か変 五感でキャッチ 危険の芽

東京5月11日・関西5月18日

九段靖国神社境内 桜の開花宣言標本木 3/22撮影



「社会保険の加入に関する
下請指導ガイドライン」

平成28年7月28日付国土建第429号より

ガイドラインの取り扱い（国土交通省）
及び当社の取組について

◇国土交通省（抜粋）
適切な保険への加入が確認できない作業員の扱いについて
○本ガイドラインでは「遅くとも平成29年度以降において、適切
な保険に加入している事を確認できない作業員については、元請
企業は特段の理由が無い限り現場入場を認めないとの扱いをする
べきである」としている
雇用と請負の明確化について
○現場に入場する各作業員が就労形態に応じて入るべき保険を明
確化するため、本ガイドラインの方針を徹底する事とする。

◇当社の取組
平成24年11月1日より施行された本ガイドラインの対応として、
当社と工事下請負基本契約を締結しているパートナー様300社へ、
企業情報調査を実施し加入有無の確認を行い、未加入の場合には
適切な保険に加入するよう指導を行って参りました。
今後も社会保険への加入及び一人親方の労災保険（特別加入）に
ついて指導を強化し、現場で働く技能労働者の公的保証を確保す
る活動を実施して参ります。
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※受講風景

安全衛生教育

各部門の取り組み安全パトロール

※脚立の危険表示
「天板作業禁止」

人と空間をむすぶ

私たちは培った経験と新たな技術を融合させて

価値ある空間造りを目指します

私たちはお客様と仲間を安心と信頼でむすび

共に成長を喜び合える会社を目指します

私たちは社会の一員である自覚をもって

未来へ価値ある挑戦をし続けます

人と人をむすぶ

人と未来をむすぶ

2017年1月から新しい理念を掲げて
スタートしました。
ネットワークインフラの構築やオフィス
環境構築を通して、私たちの理念のもと、
お客様に喜んで頂けるよう、安全への取
り組みを強化して現場に安心、安全を届
ける活動を継続して参ります。

建設業法の対応

私たちの理念コラム

NSK株式会社

〒102-0074
東京都千代田区九段南2-3-1
青葉第一ビル
URL:http://www.nsk-net.co.jp

安全

管理 活動

対策教育

活動報告

東北・北海道地区の安全品質に関する活動についてご紹介
いたします。

北のエリアは長い冬の終わりが目に見えてきて、これからが
活動しやすい季節へと突入いたします。冬季は作業する上で
も動きが鈍くなりがちで、いつも以上に緊張してしまうこと
により、危険が隣り合わせとなり易い環境です。

そこで、重大な事故・障害を起こさない為にも、作業者と共
に安全意識の向上ができる環境づくりに取り組んでおります。
一例としましては、毎年6月には各地区で開催している安全
大会の場を利用して、作業に従事する方たちを一同に集め、
様々な催しをしております。

・メーカー講習会を開催し、技術向上と新しい技術の習得
・危険個所を確認するクイズ形式の模擬訓練（写真）

参加者全員が
真面目に取り組み、
現場に備えています！

※「安全クイズ」の様子

毎月の安全衛生委員会で安全パトロールの報告を行っています。
実施者からの良かった点と指摘事項についてご紹介します。

〈〇良かった点〉
１．脚立に「天板作業禁止」（標識）を設置していた。
２．脚立の高さを2種類用意し、作業に応じて使いわけが

出来ていた。（天井内、天井下）

〈×指摘した点〉
１．チェックポイント(配線後のOAパネル開口部確認時など)で

指差呼称による確認をすること。
２．他業者との接触を防ぐため、周囲確認を徹底し、声掛けを

しながら作業すること。

以上、報告の一部をご紹介しました。現場での安全作業を確保す
る為にも現場での確認と指導は欠かせません。今後もお客様に安
心安全をお届けするべく活動して参ります。

むすぶ仕事

今回は危険予知訓練（TBM/KY研修）に
ついての報告です。

職長教育など公的に必要な教育以外にも、
独自のプログラムで危険予知訓練を行っ
ています。
工事現場で安全と品質を確保する上で、危険を予知して作業者
へ気付きを与え、対策を取ることは重要な役割になります。危
険予知が確実に出来るか出来ないかで現場での安全が左右され
ます。これは施工管理を行う弊社社員のみならず、実際に作業
を行う作業者についても必要不可欠な能力になってきます。弊
社社員だけではなく、協力会社の方々にも御参加頂き、弊社の
現場での安全を確保する為に自社の講師が各地へ赴き訓練を実
施をしています。

〇2016年度教育実績（合計５回開催）
東京本社、仙台、名古屋、大阪、福岡
にて各1回開催
【修了者】
・社員：４３名
・施工パートナー：２６名

2017年も全国各地区で開催予定


